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国
指
定
重
要
文
化
財

旧
美み

た
に歎
水
源
地
水
道
施
設
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　
山
陰
最
古
の
近
代
水
道
施
設
に
新
た
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
展
示
施
設
が
整
備
さ
れ
、
水
源
地
の
歴
史
や

仕
組
み
を
学
べ
る
ほ
か
、
貴
重
な
当
時
の
資
料
が
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当

日
は
記
念
式
典
や
屋
台
村
な
ど
催
物
が
目
白
押
し
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

第
二
庁
舎
文
化
財
課  
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　経年劣化により施設全体の破損が進行していた旧美歎水源地水道施設は、
2007（平成 19）年に国の重要文化財に指定されて以降、10 年の期間をかけ
て文化財の保存修理と活用整備を実施してきました。
　セメントなどでつくられた近代の建造物を文化財として修理した事例は
全国的にも少ないことから、今回、旧美歎水源地で実施した技法は、今後、
全国で行われる近現代建造物の保存修理の指標となるでしょう。

「
※
明
治
１
５
０
年
」、
鳥
取

を
代
表
す
る
水
源
地

　
旧
美み
た
に歎
水
源
地
水
道
施
設
は
本

市
が
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
に
、

山
陰
地
方
で
最
初
に
建
設
（
全
国

で
は
29
番
目
）
し
た
近
代
水
道
施

設
で
す
。

　
水
源
地
が
で
き
る
ま
で
、
市
街

地
の
人
々
の
多
く
は
、
鳥
取
城
の

外
堀
で
あ
る
袋ふ
く
ろ
が
わ川の
水
を
飲
ん
で

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
袋
川
の
水

質
は
衛
生
的
に
決
し
て
良
い
状

態
で
は
な
く
、
疫
病
な
ど
の
心

配
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
に
、
当

時
の
鳥
取
市
議
会
は
美
歎
地
区
に

水
源
地
を
つ
く
る
こ
と
を
決
定

し
、
総
工
費
51
万
円
（
当
時
の
市

の
年
間
予
算
の
５
倍
に
相
当
）
を

投
じ
る
こ
と
で
、
市
民
待
望
の
安

全
で
安
心
な
飲
料
水
が
供
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
人
の
近
代
化
へ
の
情
熱

に
触
れ
る

　
近
代
水
道
と
し
て
完
成
し
た
旧
美

歎
水
源
地
水
道
施
設
で
す
が
、
安
定

し
た
給
水
を
実
現
す
る
ま
で
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
近
代
水
道
施
設
の
ほ
と

ん
ど
は
外
国
人
技
師
が
設
計
す
る

の
が
主
流
で
し
た
が
、
本
市
は
山

陰
初
の
近
代
水
道
施
設
を
「
純
国

設
に
従
事
し
た
佐さ

の野
藤と
う
じ
ろ
う

次
郎
に
設

計
を
依
頼
し
、
復
旧
か
ら
３
年
後

の
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
給

水
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
機
能
拡
張
に
伴
い

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
に
濾ろ

か過

池ち

を
増
設
し
、
１
９
７
８
（
昭
和

53
）
年
に
休
止
す
る
ま
で
の
間
、

鳥
取
市
民
の
飲
料
水
と
し
て
用
い

ら
れ
た
ほ
か
、歩
兵
四
〇
連
隊（
陸

軍
）
施
設
へ
の
供
給
や
蒸
気
機
関

車
に
給
水
す
る
な
ど
、
本
市
の
発

展
に
貢
献
し
ま
し
た

特 集

産
」
で
建
設
す
る
た
め
、
日
本
人

技
師
と
し
て
初
め
て
上
下
水
道
を

設
計
し
た
三み

た田
善ぜ
ん
た
ろ
う

太
郎
を
顧
問
と

し
て
迎
え
ま
す
。

　
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
起

工
し
、
２
年
の
歳
月
を
か
け
て
純

国
産
型
の
水
源
地
を
完
成
さ
せ
ま

す
が
、
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年

９
月
に
発
生
し
た
台
風
に
よ
り
ダ

ム
が
決
壊
し
、
濾ろ

か過
施
設
を
含
め

下
流
部
の
集
落
が
流
さ
れ
る
と
い

う
悲
劇
が
起
こ
り
ま
す
。
本
市
は

こ
の
災
害
を
教
訓
に
、
貯
水
ダ
ム

を
堅
固
な
ダ
ム
と
す
る
た
め
、
日

本
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
建

歴
史
と
自
然
を
満
喫
で
き

る
文
化
財
施
設
へ

　
本
市
は
、
旧
美
歎
水
源
地
の
文

化
財
保
存
修
理
と
並
行
し
て
、
施

設
の
活
用
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
活
用
整
備
で
は
ガ
イ
ダ
ン
ス

展
示
施
設
（
旧
砂
洗
場
）
を
建
築

し
た
ほ
か
、
貯
水
池
を
１
周
（
約

２
㌖
）
す
る
旧
管
理
道
を
見
学
路

と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
水
源
を
育
む
た
め
に
植

樹
さ
れ
た
水
源
涵
養
林
と
原
生
林

が
混
交
す
る
見
学
路
は
、
森
林
浴

に
最
適
で
す
。
や
わ
ら
か
な
日
差

し
の
中
、
見
学
路
に
点
在
す
る
文

化
財
を
眺
め
な
が
ら
、
貯
水
池
へ

と
流
れ
る
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
鳥
の

鳴
き
声
に
耳
を
傾
け
、
季
節
の
花

や
木
の
香
り
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
動
物
図

鑑
や
植
物
図
鑑
を
持
っ
て
散
策
す

る
の
も
楽
し
み
方
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
旧
美
歎
水
源
地
は
文
化
財
を
通

し
て
歴
史
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
豊

か
な
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
施
設
で
す
。
木
の
葉
色
づ
く
季

節
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
施
設
ガ
イ
ド
予
約
先
】

美
歎
水
源
地
保
存
会
（
会
長
　
澤
田
）
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グランドオープン
記念式典開催！
と　き　10 月 27 日（土）
　　　　10：00 〜 16：00
ところ　旧美歎水源地水道施設
　　　　（鳥取市国府町美歎地内）
※臨時駐車場・・・因幡万葉歴史館・国府町コミュニティセンター
会場往復無料シャトルバスを運行（当日、会場駐車場は利用できません）

プログラム
10：00　記念セレモニー
11：30　オープニングイベント
　　　　（因幡万葉おんな太鼓ほか）
12：00　ガイダンス施設初公開
　　　　（施設ガイド・水鉄砲づくり開催）
13：00　記念フォーラム vol.1
　　　　（基調講演…文化庁ほか）
15：00　記念フォーラム vol.2
　　　　（パネルディスカッション）
飲食ブース出店、特産品販売
当日限定「美歎の豚汁」
※先着 300 名様無料（10：00 よりスタート）

美歎ダム貯水池見学路

※平成 30（2018）年は明治元（1868）年から起算して満150 年の年に当たります。「明治150 年」関連施策を推進する
　政府の取組に、鳥取県から「旧美歎水源地水道施設」が選ばれました。

ひび割れに
セメントスラリーを注入

腐食した鉄骨の溶接補修
修繕前の破損状況

修理後

修理前

全国に先駆ける本市の文化財保存整備事業

▶
▶

⇩

施設ガイド

特産品販売

公
開
期
間　
４
月
１
日
〜
11
月
30
日　
※
上
記
期
間
は
管
理
者
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

公
開
時
間　
９：０
０
〜
17：０
０
ま
で　
※
貯
水
池
見
学
路
は
、

11/1
〜

3/31
の
あ
い
だ
閉
鎖
し
ま
す
。

旧美歎水源地水道施設案内図

鳥取市水道局のマーク

Tottori Waterの 頭
文字「W」「T」を組み
合わせたもので、旧美
歎水源地の建設を機に
デザインされました
（写真は門柱）。

ベンチュリーメーター

送水量を記録する
メーターが、今も量
水器室内に残ってい
ます。記録紙には、
水源地が機能停止し
た昭和53年３月27
日の給水量が記され
ています。

スタート
You are here

濾過施設見学コース（所要時間約60分）
堰堤・貯水池見学コース（所要時間約40分）

スタート
You are here

重要文化財旧旧美歎水源地水道施設
グランドオープン記念式典は
政府が取り組む「明治 150 年」
関連施策の鳥取県代表です。


